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部に 1 カ所ずつ会場を設け、対象者に対し 2 種類の調査票への記入と経過記録に関するグ
ル－プインタビュ－を実施した。3）調査内容：(1）経過記録頻度調査票；精神科 OT の経
過記録の記入の際に「どのような事実を、どのくらいの頻度で記録しているか」を調査す




（90 分程度）。発言内容は同意の上 IC レコ－ダ－で録音した。なお本研究は聖隷クリスト
ファ－大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
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